








1 研究目的並びに方法 

健康診査(以下に健診と略す)の事後指導については現在不十分な点が多いので,3 か年を

目途として地域の事後指導体制を確立することを目的として研究を計画した。初年度は先

づ地域の健診の実態を把握し,事後指導に関して如何なる部分にどのような欠陥があるか

を明らかにすることを目標とした。このために昭和 54 年度茨城県で実施された健診の内容

について検討を加えるとともに,必要と思われる部分についてはアンケートなどによる調

査を実施して問題の分析に当ることとした。なお健診は乳幼児健診を中心としたが,一貫継

続指導のたてまえから一部妊婦健診をもふくめて対象とした。 


